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 ディーゼル㚟動消火ポンプ及び消防車による注水しか原子炉注水のㆬᛯ⢇がなくなっ

た中、発電所長の了解を得て、５，６号機側及び福島第二原子力発電所から移動した消

防車を使用して海水注入ラインの構成を行い、ほ߷完了していた。そのような中、ᭂ力

᷆水を注水することを検討するよう当社の官邸派遣者から発電所長に連絡がなされた。

このため、海水注入ラインから᷆水注入ラインへの切ᦧを急ㆰ行い、防火水ᮏを水源と

した᷆水注入ラインを構成した。 

  㨇官邸からの注水方法に関する関ਈ：本文 2185、別紙 2298㨉 
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 ３号機は、ディーゼル㚟動消火ポンプを起動して低圧系の注水準備を整えていたが、

高圧注水系の停止後に低圧系の注水への切ᦧえが直ちに成ഞせず、結果として炉心の損

傷に至った。低圧系の注水への切ᦧえが直ちに成ഞしなかった点については、高圧注水

系停止前に代ᦧ注水ラインの切ᦧが完了していることを確認したり、主蒸気ㅏがし安全

弁が動作することを確認すべきではなかったか、との意見があるが、以下の通り運転操

作が進められており、その時点におけるプラント状態を踏まえた対応が行われていたと

考えられる。 

 

・  ページングやＰ㧴Ｓ等の通信手段がなく現場の操作状況を現場間で直接確認でき

ない中で、高圧注水系の停止前からディーゼル㚟動消火ポンプによる原子炉注水ラ

インへの切ᦧ操作を開ᆎしていたことから、停止操作をする時点ではライン構成が

完了していると考えられた。 

㨇ディーゼル㚟動消火ポンプのライン構成：本文 2183、別紙 2295㨉 

・  主蒸気ㅏがし安全弁は、中央制御室の操作スイッチにより作動する開動作用電⏛

弁と状態表示Ἦの供給電源が同じであり、操作の時点で状態表示Ἦが点Ἦしていた。

電⏛弁はわずかな電力でബ⏛することで開けることが可能であり、状態表示Ἦが点

Ἦしていたことから開操作可能と考えていた。 
なお、高圧注水系停止後に主蒸気ㅏがし安全弁を開操作したものの開動作しなか

ったが、このときも状態表示Ἦは点Ἦしている。「なߗ主蒸気ㅏがし安全弁の電⏛弁

㚟動用の直流電源がᨗᷢしているかもしれないと考えなかったのか、もっと前に確

認しておくべきでなかったか」という意見もあるが、先の通り状態表示Ἦが点Ἦし

ており、高圧注水系が直前まで動いていた状況（高圧注水系動作時に必要な 56009

のᴤポンプが動いている状態）から、主蒸気ㅏがし安全弁が開動作するために必要

な小さな電⏛弁（8.59 で動作）を動かすことができると考えることは自ὼである。 

㨇主蒸気ㅏがし安全弁の状態：本文 2183、別紙 2295㨉 

・  高圧注水系のタービン回転数が低下し、操作手順書に記載のある運転範囲を下回

る低速度となり、いつ停止するかわからない状況が続いていた。そのような中、原

子炉圧力が低下௑向を示すという厳しい運転状態に高圧注水系が㒱り、本来なら停

止（隔離）1する圧力となったにもかかわらず、停止しない状況となった。また、高

                                            
1 停止しない場合タービンの振動が大きくなり設備が損傷する可能性がある。タービン付近が損傷すると㚟動蒸気である

原子炉内の蒸気が高圧注水系（*2CI）室内に放出されることが考えられる。઒に原子炉内の蒸気が放出された場合、*2CI

室がある原子炉建屋内は放射線量が上がり、その後の事故収束に大きな制⚂をਈえることになる。 


